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熊本県で発生した「令和８年熊本地震」により被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。 

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：阿久津 知洋）は、

このたびの地震により甚大な被害が生じている被災地救援のため、これまで実施している店頭募金や支援

物資に加え、下記内容にて、新たな支援を実施いたします。 

また、本部といたしましては、営業を継続・再開に向けた準備にご尽力されている加盟店の皆様への商品

供給、物流、設備の支援および人員の応援など、店舗運営に必要なバックアップを可能な限り最大限  

行ってまいります。 

当社は今般の災害に際し、社会のライフラインとしての役割を果たし、関係各所の皆様とともに、     

復旧・復興に向けた取り組みに全力で努めてまいります。 
 

記 
 
 

＜8月3日（月）新たな支援物資と店舗復旧に向けた体制について＞ 

支援物資内容 

現地の社員が避難所等でうかがったお話を参考にして、おにぎりや、熱中症対策として冷凍ペットボトル 

飲料をお届けする予定です。 

お届け日：8月 4日（火）（予定） 

お届け場所：氷川町役場、氷川町内の避難所 4 ヶ所（予定） 

内容：おにぎり 計 3,000個 

     冷凍ペットボトル飲料 計 2,880本 

※冷凍された状態でお渡しいたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年熊本地震被害への 
支援物資お届けおよび募金実施のご案内（第 6報） 

▲お届け予定商品の一部 
（イメージ） 



 

 

 

店舗復旧に向けた体制について（8月 3日（月）13時時点） 

7月 29日（水）より順次、応援の本部社員を熊本県へ派遣し、地震の影響が特に大きかった八代市や

宇城市等の店舗再開に向けた復旧作業を行っております。 

復旧作業の応援人員として、8 月 2 日（日）以降、新たに 60 名の本部社員が東京等から集まって   

おり、復旧作業対応を強化しています。（のべ 200名） 

作業時の暑さ対策として熱中症対策グッズ（冷凍のおしぼり・冷凍ソフトドリンク・塩タブレット）を活用。 

また、被災した店舗の営業再開に向けての準備や、暑い中での作業における環境整備の一環として、  

熊本県内の 20店舗に発電機と大型扇風機の設置を行っています。 

 

 

 

 

＜ご参考＞ 

令和８年熊本地震におけるこれまでの支援物資お届け等に関する内容は、下記ページよりご参照いただけます。 

■令和８年熊本地震に関しまして（第 1～5 報） 

https://www.sej.co.jp/info/kumamoto2607/ 
以上 

▲本部社員による復旧作業の様子 

（8 月 2 日（日）） 

▲営業再開した店舗にて、商品を陳列する様子 

（8 月 3 日（月）） 

https://www.sej.co.jp/info/kumamoto2607/

